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1．調査の目的
放送倫理･番組向上機構［BPO］青少年委員会では、毎月、子どもたちが接することの多い番組に関するざまざまな視聴

者意見を収集している。しかし、それらのほとんどは大人の目線からの意見であり、特定の番組に関する青少年自身の意見
に触れることは少ない。昨年10月末におこなわれた立命館守山高校での高校生との意見交換会（＜参考＞参照）では、ある
バラエティー番組の一部を上映し、それをもとに放送局の制作者を交えて話し合いをおこなった。意見交換会の終了後
に、参加した高校生たちを対象に、当該バラエティー番組に対する意見を尋ねるとともに、普段のテレビやラジオ、新聞、
インターネット利用等のメディア接触状況、メディア･リテラシー等に関するアンケート調査を実施し、267名の有効回答を
基に当該番組に対する意見の背景にどのような要因が関連しているのか、探索的な分析をおこなった。

2．調査の方法と対象
立命館守山高校の1･2年生を対象に、2015年10月30日（金）のイベントの最後に「メディアと高校生の考え方に関するアン

ケート調査」冊子による調査を実施した。調査実施前に、参加者全員でテレビ番組「芸能人格付けチェック 大予選会（」朝日
放送制作　2015年1月1日放送）の一部（お笑いタレントの罰ゲームのシーンなど）を視聴し、制作者の講演や討論を体験して
いる。イベントに続いて会場内で無記名のアンケート票を配布し、その場で記入してもらい回収した。回収された調査票
は271部であり、そのうち無記入のもの（1部）および生徒以外が記入していると思われるもの（教員等、3部）を除外し、合計
267部（有効回答率：98.5％）を分析の対象とした。有効回答者の内訳は、男子126名（47.2％）、女子141名（52.8％）、学年は
高校1年生138名（51.7％）、2年生は129名（48.3％）であった。分析に用いた調査項目は以下の通りである：
1）	会場で視聴した「芸能人格付けチェック	大予選会」のコンテンツに関して、面白さや危険さの評価、台本があると思う
かどうか、不快の程度について、表7のような11項目を設定し、“1：ぜんぜんそう思わない”～“5：とてもそう思う”	
の5件法で回答を求めた。

2）	情報通信メディアの所有状況、利用時間、信頼性評価…テレビやパソコン等のメディアの所有状況（自分専用か、家族
共有か）について尋ねた。また利用時間については、“平成26年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査”
（総務省情報通信政策研究所,	 2015）より、テレビ（リアルタイム）、テレビ（録画）、インターネット、新聞、ラジオ、SNS
（LINE等）の各項目について、一日あたりの平均的な利用時間を平日と休日にわけて7件法（“0：見ない･しない”～“6：
5時間以上”）で尋ねた。信頼性評価についても同総務省調査の項目を用いた（3－4．参照）。

3）	インターネットの危険性に関する学習経験…青少年にとって不適切なサイト（出会い系やアダルトサイト等）やネットい
じめの問題などに関するインターネットの危険性について、どこで、あるいは誰に説明を受けたり学んだりしたかを表4
のような11項目で尋ねた（各項目について1	=	ある、0	=	ない　の2件法）。

4）	テレビに関わる仕事への就労意思…テレビに関わる仕事への就労希望の有無、希望職種について尋ねた。
5）	家族でのテレビの番組内容の共有傾向…親や家族と一緒にテレビを見ているか尋ねた（表2）。また、テレビ番組の内容
について親･家族と一緒に見て内容について話し合ったりしているかどうかに関する5項目（Flanagan,	et	al.,	2007	“Civic	
Measurement	Models:	Tapping	Adolescents’	Civic	Engagement”より、5項目の信頼性係数はα	=	.846）について回答
を求め、5項目の加算値を解析に用いた。

6）	メディア･リテラシー…知識や情報を獲得するために積極的にテレビや本、新聞、インターネットを活用するかどうかを
尋ねる“メディアに対する主体的な態度尺度（”後藤･生田,	 2005より、	“1：そう思わない”～“5：そう思う”の5件法、6
項目の信頼性係数はα	=	.62）を用いてメディア･リテラシーの測定をおこない、6項目の加算値を解析に用いた。

7）	熟慮思考傾向…物事を多面的に深く考える傾向に関する12項目（神山･藤原,	 1991“	認知欲求尺度”より、12項目の信頼性係
数はα	=	.809）について“、1：全くそうでない”～“7：非常にそうである”の7件法で尋ね、12項目の加算値を解析に用いた。



3．結果と考察
3－1．情報通信メディアの利用時間
テレビ（リアルタイム、録画）、インターネット、新聞、ラジオ、SNS（LINE等）の利用時間について、平日と休日の利用
時間を尋ねたが、休日のテレビ視聴時間と休日のSNSがほぼ同程度にもっとも長かった（休日のテレビは平均2.82、休日の
SNSは平均2.80で、ともに2時間弱）。一方、新聞とラジオはともに休日も平日も“見ない･しない～ 30分以内”に留まってい
る（平均0.36 ～ 0.45）。男女差について分析したところ、図1のように、SNSの平均利用時間は平日･休日ともに女子の方が
有意に長く、2時間以上であることが示された。メディア間の相関係数を算出したところ、テレビ（平日･休日･リアルタイム
･録画）の利用時間は平日･休日のインターネットとSNSの利用時間とは有意な正の相関がみられたが（r	=	 .18 ～ .82,	いずれ
もp	<	.01）、新聞･ラジオの利用時間とは無相関だった。

図1　メディア利用時間の男女比較
注）	 0：見ない･しない、1：30分くらい、2：1時間くらい、3：2時間くらい、4：3時間くらい、5：4時間くらい、6：5時間以上	 	 	 	新聞、ラジオ
については利用頻度が極めて低く男女差の検討からは除外した。	
**：p	<	.01で男女に有意な差が見られた
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3－2．情報通信メディアの所有状況
表1のように、ほぼ全員が自分専用の携帯電話･スマートフォンを所有している（96.6％）。タブレット端末（89.1％）、携帯
音楽プレイヤー（80.1％）の自分専用器の所持率も高い。一方、自分専用のテレビ（15.4％）やインターネット接続できるパソ
コン（16.5％）の所有率は1割台と少なく、他の地域のサンプルで検証する必要はあるものの、家族とテレビやパソコンを共
有している高校生が多数であることが示唆される結果となった。

表1　　各種メディアの所有状況

家族と共用自分専用



3－3．家族とのテレビの共有視聴
およそ8割（半分ぐらい、たいてい、ほとんどの合計）の生徒が、高校生段階でも家族といっしょにテレビを見ることがあ

ると回答しており、テレビは“ほとんど家族と一緒に視聴している”という生徒も2割を超えている。背景として家族関係の
良好さが影響していることが考えられるが、そのほかにも、大画面テレビの導入によって家族で1台のテレビを共有する家
庭が多くなった可能性も予想されよう。今後、家族とのテレビの共有について、自宅で保有しているテレビの物理的サイ
ズや家族でともに視聴している番組のコンテンツ、番組録画等との関連について検討してみると興味深いかもしれない。
男女差を検討したが、性別による有意な違いは認められなかった。

表2　　家族とのテレビの共有視聴状況（あてはまるもの1つを選択）

3－4．情報メディアへの信頼性評価
以下の各メディアの情報の信頼性について、それぞれ信頼できる情報はどの程度あるかを、“1：	全く信頼できない、2：

一部しか信用できない、3：半々くらい、4：大部分信用できる、5：全部信頼できる”の5段階で尋ねた。信頼度は、高い方
から「新聞」、「テレビ」、「ラジオ」、「雑誌」、「インターネット」の順であり、テレビと新聞は	“4：大部分信頼できる”	に近
い高い平均値（テレビ：3.7、	新聞：3.9）が示されたが、インターネットと雑誌については、信頼できる情報は一部～半分程
度であるとする値であった。

表3　各種のメディア情報に対する信頼性評価（平均値）

注）評定は“1.全く信頼できない～5.全部信頼できる”の5段階



3－5．インターネットの危険性に関する学習経験
出会い系サイトやアダルトサイト等青少年にとって有害なサイトやネットいじめの問題などに関するインターネットの危
険性について、どこで、あるいは誰に説明を受けたり学んだりしたかを尋ねたところ、男女とも学校で学習したとする生
徒が8割前後でもっとも高い割合となった（表4）。

表4　インターネットの危険性（不適切なサイトやネットいじめ問題等）について学習した場所･人（複数回答）

一方、親（保護者）から学んだ経験があるのは3割弱（27.3%）と少なめであり、インターネットやテレビ･本･パンフレット等
と同程度であった。男女差がみられ、親（保護者）から学んだ経験は女子のほうが多く（男子：20.6％、女子：33.3％）、友だ
ちから学んだ経験は男子のほうが有意に多かった（男子：20.6％、女子：7.8％）。高校生がネットに関するリテラシーやエ
チケットを獲得するための情報提供源として、親や友人といったプライベートな関係性の機能は未だ弱く、学校での学習
が重要であることを示唆する結果といえよう。

3－6．放送業界への就職希望について
将来、放送に関わる仕事をしてみたいと思うか、という質問に対し「放送に関わる仕事をしてみたい」と回答した場合に

は、具体的な職種についても選択してもらった。その結果、仕事してみたいという生徒は4割に達しており、職種では番組
制作者志望が2割を超え相対的に高かった。

全体
（N=267）

男子
（n=126）

女子
（n=141）



表5　放送業界への就職希望の有無と希望職種

3－7．メディア･リテラシー：メディアに対する主体的態度
本調査では、情報収集やその理解についてテレビや新聞、インターネット、本といったさまざまなメディアを積極的に
利用しているかどうかを尋ねる“メディアに対する主体的態度尺度”を用いてメディア･リテラシーを測定したが、その個人
差に関わる要因について探索的な重回帰分析によって検討を試みた（表6）。その結果、本人自身の熟慮傾向が高いことの他
にも、一緒に見たテレビ番組について親子で話し合ったりお互いの感想に興味を持ったりすることが多いこと、学校や家
庭でのインターネットの危険性の学習経験が有意に関連することが示された。高校生のメディア･リテラシーの発達にとっ
て、親や教師が教育的にかかわっていくことの有効性を示唆する結果であり、今後さらに子どもたちが家庭や学校で受け
ているメディア･リテラシー教育の具体的な中味を明らかにしつつ、検討を深める必要があると思われる。

表6　メディアに対する主体的態度の関連要因（重回帰分析）

3－8．テレビ番組「芸能人格付けチェック 大予選会」（一部）に対する感想
参加者全員で視聴をおこなったバラエティー番組「芸能人格付けチェック	大予選会」に対する感想を求めたところ、番組

に対して倫理的な問題を感じている生徒は少なく（“放送にふさわしくない”･“ややふさわしくない”を合わせて9%）、面白
いと評価する生徒が大部分を占めた（“面白い”･“やや面白い”を合わせて85%、“面白いと思う人もいる”･“ややいる”合わせ
て88.3%）。“いじめにつながる”と考える生徒も非常に少なかった（5.3%）。
一方、“真似したら危険”と感じている生徒（小学生が真似：48.3%、中高生が真似：40.1%）、“危険なことをしている”と

注）　希望職種は複数回答



いう認識（危ないことをしている：25.1%、危ないと思う人もいる：62.2%）は一定の割合を占めていた。不快感については、
個人的に感じた生徒は非常に少なかったが（5.3%）、人によっては不快を感じることもあるだろうとする生徒は半数近くい
た（46.1%）。当該の番組に対して、自分は面白いと思うし倫理的な問題や危険性･不快さは感じないが、世の中にはそう感
じる人がいるだろうということや、低年齢の子どもにとっては危険性もあるかもしれないと客観的な立場から判断する生
徒も相当数いることがわかった。当該の番組に、“台本があると思う”かどうかは、回答が分散しており、あるだろうと判
断する（“とてもそう思う”と“少しそう思う”）生徒が52.5%と半数を超えたが、“ぜんぜんそう思わない”･“あまりそう思わな
い”と回答する生徒も合わせて26.2%いた。

表7　テレビ番組「芸能人格付けチェック 大予選会」（一部）に対する感想

本番組の評価にどのような要因が関連するか探索的に検討するために、危険さ･不快さの評価に関する7項目（表7参照）の
合成得点（信頼性係数はα	=	 .85）を算出し、重回帰分析をおこなった（表8）。その結果、全体の説明率は小さいものの
（R2=.191,	p	<	.01）、台本の存在の有無およびメディアに対する主体的態度の高さと、危険さ･不快さの評価の間に有意な関
連がみられ、メディアに対して主体的に関わっているほど、また当該シーンはハプニングではなく台本があると考えてい
るほど自分や他者の視点からみた危険さ･不快さの評価が高い傾向があることが示された。

表8　番組に対する危険さ･不快さ評価と関連する要因（重回帰分析）

4．まとめと今後の課題

今回の調査では、日ごろ大人の視聴者から、子どもが真似しては危険だったり、いじめにつながってしまったりするこ



とが懸念されがちなバラエティー番組のいくつかのシーンについて高校生に視聴してもらい、制作者との意見交換を体験
してもらったあと、その感想を無記名式のアンケート調査によって聞いてみた。上記の3－8．でみたように、大多数の生
徒たちからみると、当該の番組は面白い番組であり、個人的には危険性も不快さもほとんど感じない、とする一方で、自
分たちよりも幼い小中学生が真似したら危険だし、この番組を危険で不快に思う人もいるだろうとバランスよく客観的に
判断している生徒が相当数いることがわかった。こうした客観的な判断がどの年齢段階からなされるようになるのか、今
後、小中学生や大学生を含めて年齢幅を広げた調査によって検討してみる必要があるだろう。
高校生段階でのテレビ、インターネット、新聞･本といったさまざまなメディアに対する主体的な態度に関連する要因に
ついて探索的な分析をおこなったところ、学校や家庭等でのメディア･リテラシー教育の有効性が示唆される結果が得られ
た。調査対象となった生徒のうち4割以上が放送業界への就職に関心があるとしており、メディア情報に対して主体的に向
き合うことのできる“よき視聴者･制作者”を育てていくには、家庭や学校、地域、そしてメディア側からどのようなかかわ
りが必要なのか、今後青少年委員会の調査研究として深めていきたいと考えている。
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＜参考＞意見交換会（立命館守山）について

実施日：2015年10月30日（金）の午前9時から正午
場　所：立命館守山高校（滋賀県守山市）メディアホール
出席者：立命館守山高校1･2年生およそ300人、朝日放送（テレビ制作、ラジオ、報道担当、アナウンサー）、BPO青少年委員会（汐見稔幸

委員長、最相葉月副委員長、稲増龍夫委員）
概　要
テレビ制作、ラジオ、アナウンサー、報道の仕事について、それぞれ朝日放送の担当者から説明があり、その後、委員、高校生、放送
局関係者の間で活発な意見交換を行った。

アンケート対象の視聴番組について
『芸能人格付けチェック　大予選会』（朝日放送制作、2015年1月1日（木）16：30 ～ 17：40放送）の一部（お笑いタレントの罰ゲームシーン
など）を会場のスクリーンで視聴し、制作担当者が番組制作の仕組みなどについて説明した。
質疑応答では、BPOに「お笑いタレントへの罰ゲームなどが子どもたちのいじめを助長している」との視聴者意見が多く寄せられている

ことから、生徒たちに意見を聞いた。
生徒からは「バラエティー番組なので、多少の罰ゲームはあってもいいのではないか」「ちょっとしたことから発展していじめにつながる

ことも考えられる」「番組の中で行われていることであり、テレビの中だけの話だと理解している。学校でのいじめには全く関係ない」など
の意見があった。
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